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１．研究計画の概要 
本研究は，石灰質ナンノ化石を構成す

る方解石の微細な結晶構造とその形態に
着目して，過去２億年にわたる石灰質ナ
ンノプランクトンの進化・変遷の過程を
考察することをおもな目的としている．
特に，石灰質ナンノ化石の中でもグルー
プに相当するナノリスとヘテロココリス
という２種類のうち，特徴的な種や属を
選定して検討し，それらを構成する結晶
の光学的性質の違いを明確にする作業を
進めている．  

 
２．研究の進捗状況 
 本研究では，主にカリブ海，大西洋，なら
びに太平洋の深海底コアを中心に，一部，陸
上の試料（宮崎層群・三浦層群など）も用い
て，そこに見られる石灰質ナンノ化石を，偏
光顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察し，化石
を構成する結晶の光学的性質とその組み合
わせの様式を検討している．その結果，以下
のことが明らかになっている． 
１） 化石個体を構成する，微細な方解石結晶
の形，光学的方位，ならびにその組み合わ
せの違いに基づくと，たとえ同じ属であっ
ても，時代によって異なるタイプに分ける
ことが可能である． 

２） 新生代のナノリスの場合，このような同
一属内での異なる結晶のタイプは同時期
に存在するのではなく，古第三紀と新第三
紀それぞれで別々に産出することが多い
ように見受けられる． 

３） 少なくとも新生代において，上記のよう
な同属内での微細構造の変化が生じた時
期は，ディスコアスターなどのこれまで検

討したタクサに関して言えば，古第三紀か
ら新第三紀への移行期の近傍で生じてい
るようである．このことは，その変化の要
因の一つとして環境変動との関連を考察
する必要があると思われる． 

４） ヘテロココリスからなる円石藻類の場
合，光学的方位の異なる結晶のタイプとそ
の組み合わせに基づけば，円石藻類は４つ
の大きな分類群に分けられる可能性があ
る． 

５） 以上のことは，大分類であっても，属レ
ベルの分類であっても，石灰質ナンノ化石
の本質的な違いは単なる形の違いにある
のではなく，化石個体を形成する結晶の形，
その光学的方位，そしてそれらの組み合わ
せ様式の違いにあることを示唆している． 

６） また以上の検討に伴って利用もしくは
入手した地層群の年代が不明な層準があ
ったため，その点についても併せて検討を
行い，明らかにしている． 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由）前述の通り，検討した石灰質ナンノ
化石については，結晶構造とその形態を光学
的方位の違いに基づいて明確にでき，かつ，
大きな分類群の相違や属内の変異がその結
晶のタイプ分けに基づいて説明が出来，これ
までの分類に新たな知見を加えることが可
能になりつつあるためである． 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの検討結果を踏まえて，さらにデー
タを充実させ，検討したタクサについて結晶
の形と光学的方位の違いによるグループ分
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けを行う．その上で，石灰質ナンノ化石のタ
イプ分けを行って，時系列での変遷の意味を
考察し，これらの点について報告書をまとめ
る． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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